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今年度の活動を振り返って

中越美術教育研究会 会長

村 山 裕 之

学びの主体は「子ども」です.私たち学校・回の教職員は.

■どもたちがワクワクするようなフィーール ドに導く必要があ

ります。そのため学びを広げたり深めたりする手立てについ

ての研修会や子どもの絵から学びを深める教育美術展等,様々

な造形美術教育の振興を日指して運営してまいりました.

今年度,特筆すべきは,何 といっても8月 に行われた「新潟
県美術教育連盟研究大会 兼 第 57同夏季研修会」です。昨年

度のプレ大会を経て.会場を見附市文化ホールアルカディアに

移して開催いたしました:,こ こまで研究部が中心となって企画

し,ドト1副会長が見附市教育委員会と何度もかけあい会場を確
保し.そ して会員総出で準備・運営にあたっていただきました.

当日は |‐ 中・ ド越の各地区から多数の参会者が訪れてく

れました.‐|~TSUNAGU」 ―学びをつなぐ図T・ 美術教
育の可能性´ヽ |を テーマに授業の実践発表,ポ スタ~セ ツン
ヨン「造形五 一卜の市」.新潟県出身の若手アーテイス トに
よるパ不ルデ ィスカッシヨンの■部構成で研修を進め.÷りiた

に参会者の皆様とも.つ ながる機会をもち,こ れか F)の 図 l:・
美術教育について語り合えた研修会となりましたc

11月 の関ブロ茨城大会では.当 会の会員である若手の山
本啓亮教論が,紙コップという身近な素羽とニットの端切れ
といった地域素材を活用した造形遊びの実践例を発表しまし

た.実践からは.ン ンブルな素材だからこそ広がる子どもた
ちの創造の世界や自分の領域から他者の領域へと合流して影

響 し合う姿が見られました.素材とつなが |,,他者ともつな
がることで「感性を働かせ」「つくりだす喜びを味わい」「基

礎的な能力を培い」「豊かな情操を養う」というねらいが体

現された実践でした.

チ
1毎 60回中越教育美術展の募集には,県内各地から 17316
点の作品応募がありました.審査員には,昨年度から継続の
新潟大学 出中咲子 教授,今回で 2度 目の東京造形大学 山
円 猛 教授,今回初審査の東京家政大学 岡円京 r‐ 教授をお
迎えしました. 第一次審査会では 3名の大学教授に審査して
いただくため, r‐ どもたちの絵の隅々まで見て,作者の思い
を取 りこはさないように丁寧に審査しました。第二次審査会

では.そ れぞれの先生方が作品に顔を近づけたり,画用紙の

裏面に描かれた ド書きの線や題名,落書きにも目を通したり
しながら作者の思いを懸命に探る真摯な姿が見られました。

私たちが一次審査で選んだ作品に対 して,具体的にその「よ
さ」を説明していただき,得難い貴重な研修の場となりまし
た.

1月 には長岡市美術センターを会場に展覧会を開催し,特
別賞 49点 と特選 519′申の計 568点が飾られました。作品解

説会も行い,魅力あふれる作品の数々を.よ り深 く鉗「賞して
もらうことができたことは喜ばしいことでした.中でも,来
場 していた受賞者本人から作品の説明を受けることができた

時は,私たちの想像を超えるドラマやストーリーーを聴 くこと
ができ,あ らためて子どもの絵の魅力を実感できました.

本来 2月 に開催される教職員美術展ですが,出 品考からの
要望もあり,来年度の春開催とすることにしました]現在,出
品募集中ですので,力作が揃うことを楽しみにしてお |.ま す.

3月 には「中越教育美術展作品集 第 34集」を刊行し
この「会報」を発行しました。

会員の皆様のご尽力のお陰で.充実した取細ができました
ことに.心からお礼中し上げます。
事業の開催に対し,新潟県教育委員会や長岡市教育委員会 ,

見附市教育委員会からのご後援、また新潟日報社,幸lt道機関各

社,新潟県教職員厚生財団, 日本教育公務員弘済会新潟支部よ
りご援助をいただきましたことに,心 より感謝申し上げます.
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事業内容

●第 3回 広報委員会
・令和 7年 1月 29日 (力  lt相 小学校
中美作品集の校 |に

●第 4回 広報委員会
・令和 7年 2月 14回 1全)_L細小学校
中美作品集の校正

●役員会
・令和 7年 2月 271‖木1 上組小学校
各事業の反省と次年度への提言

0,「第60回 新潟県中越教育美術展・作品集」刊行
・作品集 第34集 発行
・中美研会報 149号  発行

●第57回 夏季研修会
(第 35回 新潟県美術教育連盟研究大会)
「TSUNAGU」 学びをつなぐ図工・美術教育の可能性

HI]|

ルアルカデイア

●第 1回 美術振興部会
(中美展委員会・広報委員会)
・令和 6年 8月 27日 1火)上組小学校
審査会計画・作品集・会報原稿依頼等

●第63回 関東甲信越静地区造形教育研究大会
茨城大会
・令和 6年 11月 15 Hl令,
発表者 :見附市立見附小学1交  山本啓亮
¬」会者 :長岡市立川崎小学校 堀 和宏
助吾者 :見附市立見|‖第二小学校 下1寸芳明
記録者 :三条市立旭小学校 鰐測紀美子

●第 2回 中美展委員会
・令和6年 11月 21「 1中 上組小学校
展不・解説会等計画

●第 2回 広報委員会
・令和 6年 11月 2911{令 上細小学校
中美作品集計画

●「第60回 新潟県中越教育美術展」
・会期 令和 7年 1月 10日 1令 -13日 1月 II
長岡市美術センター (中 央図書館,
・ 1月 13日 |||・祝1作品解説会

５

一

月

ホ

８
化

年

文
６
市

和

附

令

見

様

様

様

校

猛

子

子

学

　

京

咲

組

出

田

中

上

山

岡

田

Ｏ

授

授

授

日
教

教

教

会

２９

査

月

学

学

審

１１
大

人

次

年

芸

政

学

二
６
学

家

大

展

和
京

京

潟

美

令

東

東

新

中

・

●



′
^ヽヽ∠ナ 中美研会報

「丁SUNAGU」 ～学びをつなぐ図工・美術教育の可能性～

11,F究部長 長岡市立川崎小学校 堀  和 宏

1大会の概要
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今日も暑いですね !
r今,食べたヽヽものは?=

第 35国
兼 第 57回

新潟県美術教育連盟 研究大会

中越美術教育研究会 夏季研修会

アート 可饉建|

一り 警

や

◆ 主催

◆ 共催

◆ 後援

新潟県美術教育連盟   ◆ :叢磯:  中越美術額 研究会
見附市教育委員会

上越美術教育連盟 下越美術教育研究会 高等学校教育鶴究会芸術部会
新潟県教育委員会 新潟県教職員厚生財団 日本教育公務晨弘済会新潟支部
新潟日報社 NHK新潟放送局 BSN新潟放送 NST新潟総合テレビ
Tettyテ レビ新潟 UX新潟テレビ21 NCT

◆ 大会テーマ rTSUNAGU」 ～撃びわ なぐ甕
=・
美織教育の可能性～

◆ 霧鋳  令和 6年 8月 5菫 (月 )13:00～ 16:40
12:40  13:00   13:10 13:15     14,00 14110        15:10  15120             16:30     16:40

◆ 会畿  見附市文化ホールアルカディア (大ホール,ホワイエ )

◆ :来贅 上越美術教育連撥 会長      大塚  啓 様 (上越市立柿崎中学校)
下越美術教育研究会 会長     渡邊 敏尚 様 (新潟市立金津小学校 )
高等学校教育研究会芸術部会 部長 小堺さとみ 様 (県立三条東高等学校 )

◆ パネリスト

機本国家

現代美衝家
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第57回 夏季研修会 (第35回 新潟県美術教育連盟研究大会)報告
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2参加者 101名 (県内小中特支学校教職員.高等学校教職員.保育園・幼稚同・子ども園教職員,一般参加者)
3大会テーマ
「TSUNAGU～ 学びをつなぐ図工・美術教育の可能性～」をテーマに,学校や国における図画工作・美術
科の学びを様々な「ひと・もの 。こと」とつなげ.学びの広がり・深まりや循環を創出するための手立てや方

策について,参加者とともに考えました.

4内容
11)1時間目「実践発表」

「TSUNAGU」 をテーマに図 I・ 美術科の学びを様々な「ひと。もの 。こと」とつなげ 学びの広がりや
循環を創出するための手立てや方策について ,上・中・下越の代表が発表しました.

地 区 氏名 (所属) 学年 題材名

上越 寺田 朱実 (上越市立吉川小 ) 月ヽ 1 「にじいろスーパーマン」

中越 大橋 麻耶 (長岡 |ド立越路中ヽ 中 3
「米来のためにできること
ヽ Tシ ャツの制作ヽ」

下 越 阿部 秀代 (新潟市立曽野木小 ) /1ヽ 6 「ここから見ると」

(2)2時間目「造形五・十の市」

県内の図工・美術教育に携わる教職員の実践やネットワークが広がることを願い,

平成 29年の県美長岡大会に引き続き行いました.上・中・下越 23名の教職員が「T
SUNAGU」 をキーワードに行った実践を持ち寄り,実践紹介ポスターや作品を
通して,参会者と交流しながら発表しました_感想を述べたり,質問したり,チ ラ

シを集めたりして,市場を散策するように楽しみながら学びを深めました.

(3)3時間目「パネルディスカッション ～あしたのアー ト～」

新潟県出身・新進気鋭の 3名 のアーテイストとともに.了‐どもの表現や授業に

ついて,参会者も一緒に考えましたこ「参加型パネルディスカソンヨン」として .

アーテイストの考えと参会者がスマー トフォンから入力した回答をスクリーン上

でつなぎ、それをもとにトークを展開しました。参会者一人一人が,こ れからの

図I・ 美術教育や明 FIの授業につながるヒントを見付けることができました[

参会者からは.「 T SIFNAGUと いうテーマと実践から,コ ミュニテイを形
成していく希望を感じ,刺激と気イヽ1き がたくさんあった」「図 |:・ 美術の実践を

聞く機会は限られていて貴重。新しい視点で美術を提えられた」「造形五・十の市は,実践者と直接交流しな

がらろえを深める機会になった。質問することで分からないことを教えてもらえたのもよかった」「バネリス

トの話だけでなく,参加者の同答を日∫視化しながら進行する形式が新鮮だった」などの感想が多くあり,参
加者のニーズに合った内容であったと考えています^今年度の成果と課題をもとに,今後の研修においても「学

びをつなぐ図■1・ 美術教育の可能性」について有意義な提案ができるよう,さ らに研究を深めていきます_

ふ自由濤白攣申彎中 =U・ 臨~~ V 
Ψ

,:'-i 7a6L+Ct,6?/d-< I事1地域や社会とつなぐ .Ⅲ‐自分とつなぐ,他者とつなぐ

‐‐■.他教科とつなぐ ・■ 美術館とつなぐ ■|,未来とつなぐ ‐r.材料,用具, 環境とつなぐ

◇

◇学びの広がり, 灘まり,

「TSUNAGU」
～学びをつなぐ図工・美術教育の可能性～

「自分」 え,「自分」で決め,「自分」でつくりあげる。
図工・美術の授業には,現在・未来の「自分をつくる」ための学びがたくさん詰
まっています。「学び」は,多様な他者とつながり,影響を受け合うことで,見方
や考え方が広がり,深まっていきます。
本大会では,「 TSUNAGU」 をテーマとし,学校や園における図工・美術科
の学びを様々な「ひと。もの・こと」とつなげ,学びの広がり。深まりや循環を創
出するための手立てや方策について,参加者全員で考えます。
本国行う実践発表や造形五・十の市,パネルディスカッションでも「○○とつな
ぐ,つながる」という視点を大切にします。参会者同士もつながりながら,手・頭・

心を動かし,よ りよい未来を創造するための図工・美術教育の可能性をともに見出

しましょう。

つながり
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【大会テーマ「TS∪ NAGU」 との関連】 ,.*!sr ZZZb, Ctsq
小学校の図工であつても,ア ートである.アー トは,私の中では,こ ころをつないでいくものである。自分

自身の中で,ま た他者,世界と.活動 (行為)で も.も の (作品)で もそこには必ず,「感じる何か」があると

思う。そのコト,モ ノに対面したときに「感じる何か」を人と共有できることの喜びを子どもたちにも感じて

ほしいと思っている.そのために、人の本能に近い,楽 しい,嬉 しい, きれい―を感じさせることを大切にし,

気持ちを素直に話せる関係やその場の雰囲気,いい時間をみんなで過ごせる経験を積み重ねていくことが,「 こ

ころをつなぐ」手立てや方策になるのではないかと思う.そ して、「こころをつなぐ」ことが.子どもたちの学

びの広がりや深まりになり,図工を通して,人として生きる豊かさを手に入れることになるのではないだろうかっ

にじいろスーパーマン (小学 1年 工作5造形遊び)
11越市立古川小学校 寺 田  朱 実

1実践の概要

令和 5年度は,1年生 10人 とヤギ3頭 と一緒に過ごしたc10月 から12月 まで,ヤ ギの遊び場づくりを中心

とした「にこにこランド」の活動を行った。「にこにこランド」は,ヤ ギを飼い始めた5月 に,「ヤギさんのい

るところをどうしたいか」ということを子どもたちと話し合ってできた生活科の活動:名である。「にこにこラン

ド」には,ヤ ギが歩いて渡る橋, 自分たちで絵を描いた「にこにこテント」,色水遊びからつくった「にじいろ

迷路」、そして「にじいろスーパーマンマント」があり,どれも生活科と図工が交じり合った活動になっている。

「にじいろスーパーマント」は,作品をつくっていくうちに,子 どもたちから生まれた言葉である。作品が出

来 11がるにつれて,その作品で遊ぶ中で,自然とその名前が付いていった。

「にじいろスーパーマント」は.図工の教科書に載っている「 ひらひらゆれて』「(工作)が基になっている.

図工の教科書を見て「にこにこランド」に使えそうなものは何だろうと,私が始めに提案した,そ して,『ひら

ひらゆれて』なら,「外でも飾れて,き らきらしてよさそう」「いいねいいね」「賛成 |」 となり.つ くることに

なった ,「 一人一人がつくって洗濯物にみたいに飾ろうね」とだけ話をしてスタートした。

【ねらい】 ○試行錯誤しながら,風に揺れる飾りをつくるときの感覚や行為を通して,いろいろな形や色.触っ

た感じなどに気付くc(知識)

Oは さみ,の り,テ ープなどに卜分に慣れるとともに。手や体全体の感覚などを働かせ,表 したい

ことを基に表し方を工夫して表す。(技能)

【材 料】 大きなゴミ袋,ス ズランテープ,両面テープ,油性マジック,透明荷造リテープ

【展開と子どもの姿】

(D大きなゴミ袋の両端を, はさみで切って大きなビニール 1枚にする。

大きなどニール袋を開くためにハサミで切ることは,子 どもにとって難易度が高かった]それぞれ個性の

ある大きいビニール 1枚になった。切るところを間違えてもあまり気にならないように声掛けした。

② 両面テープを使って,好きな色のススランテープを選んで,好 きな長さにしてビニール

に員占る。

思い思いに,好 きな色を選んで,好 きな長さを切っていたが,初めはそんなに長くは

切らなかった。一人で貼 りにくいところには,「ヘルプ |」 「手伝って |」 と一緒に貼る

姿が見られた。ヤギが落ちたビニールを食べるといけないので丁寧に両面テープで貼る

ことは確認した.

|||:131:)「絵を描きたい子は,油性マジックで描いてもいいよ」と油性マジックを用意する。

油性マジックで,ビニールに描く感触を「楽しい 」ヽ「気持ちいい～」と言って,

楽しむ子どもたち(、 確かに,油性マジックでビニールに描く感触は何とも言えな

い気持ちよさがある。「一緒に気持ちいいねえ～」と楽しむcそ して,思い思いに

好きなものを描いては,「先生,見てみてヽ」と満足気に見せてきた。
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④ ある程度,活動に満足してくると,マ ントのように背中につけ出す。

「にじいろスーパーマン |」 と名前が付いて,み んなが背中に着けて楽しむ.

1人の子が.長いスズランテープがなびくことに気付き,すごく長いスズ

ランテープを付け出した。

0背中に着けると,長いスズランテープの方がかっこいい,面白いと気付く。
一人の子がマントのように着けて走り回る姿を見て,他の子も「自分もし

たい」とたり出し,長 くした方が風になびくと気付き,長いスズランテープ

を付けていくことになった.

0に こにこランドで飾るために,友達の作品とつなげるため,端にスズラ
ンテープのひもを付ける。

マントのように首に結べるようになり、どの子も満足してマントを着

けて楽しみ始めた.

⑦ グラウンドに出て,マ ン トを楽 しむ。

晴れた強風の日。マントが出来 11がった子どもの喜びのテン

ションは高 く,「 にじいろスーパーマンだ !」 と,みんなでグ

ランドに出ることにした.太陽の光に照らされて,どの子もキ

ラキラ輝いて,き れいであつた。にこにこランドに飾るには,

ヤギがいるためスズランテープが取れないかが重要であるcそ

れを見るためにも試すことが必要であり,いい機会になった.

結果,取れたものは少なく,マ ントは無事であり。みんなで一

安心.「風で飛んでしまったビニールをヤギが食べてはいけな

い」とヤギヘの意識からしっかりと貼っていたと思われるこ

0に こにこランドに飾る。
にこにこランドで行うイベントに合わせて飾ると,「わあ |」 と歓声が上がり,大満足の子どもたちであ

ったc風にひらひらする「にじいろスーパーマント」は、とてもきれいであった。中庭に吊り下げてみると,

長すぎたスズランテープもあり,ヤギが食べるかもしれないと少し切ることになった。

2成果と課題
「にじいろスーパーマント」は,造形遊びの要素もある活動にな

った=私 としては,「 きれいなものをつくって飾って満足だな」と

思っていたが,自 分の予想を超えて了‐どもたちは造形したもので

楽しんでいた。子どもたちが初めて |に じいろスーパーマン」に

なったとき,私は,身に着けている姿を見て『「にじいろみのむし

だね」と声を掛けたが,誰ものってこなかった.イ皮らにとっては,

動き回ったことにより,「にじいろスーパーマン」はゆずれないも

のなのである.ち なみに,に こにこランドに飾るときには、自分

たちが身に着けていないので「にじいろスーパーマント」になる。

大きなゴールに向かって,一つ一つを完成させていく子どもた

ちを見ることはとても楽しい。ものをつくることは自己選択の連続であるから,それぞれがそれぞれのゴール

に向かって, ものをつくることに没頭できる時間をこれか嚇もつくっていきたい。みんなでつくった「にこに

こランド」は,イ ベントも行い,全校のみんなに見てもらうことができ,子 どもたちは大満足の活動となった。

もの (作品)を つくるときには,た くさんの材料とたくさんの経験がつめる時間を確保したい.繰 り返し行

うことで,L手になったり,いろいろなことを思い付いたりする。鑑賞についても,作品を見て文章で書くこ
ともあるが,活動の中で友達のいいところを発見し真似したり,一緒に見合って楽しんだりすることで,鑑賞

している.子 どもたちが一緒につくる中で,いろいろと刺|:定 し合っていることがよく分かったので,その意味

付けや鑑賞の行為を了‐どもに伝えていきたい。 1年生なので求めていなかったが,見た日などにも興味をもた

せ『「もっと丁寧に切ろう,つ けよう」などと思わせることができれば,技能的な力もさらに仲ばせるかもしれ

ないと思う.
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未来のためにできること～丁シャツをデザインしよう～ (中学3年 デザイン)
長岡市立越路中学校 大橋  麻 耶

【大会テーマ 「丁SUNAG∪」 との関連】 [鷺隆鸞美術を通して自分と社会をつなぐ [

SDGsを メインに現代社会が抱えている課題を仲間と共有 し,さ らに各自で掘 り下げ,テ ーマを決めてTシ

ャツを制作する。実現 したいデザインに向けて,自 ら技法や手順を決め.試行錯誤しながら制作活動を進め

る過程を通して,当事者として未来を考え,社会とのつながりを深めていくことを目指した.

1実践の概要
社会や未来に目を同ける中学 3年生の美術 では.生徒に既習事項と新

たな学びを活かして材料をT:夫 し,表現豊かにアイデアを形にしていく
力を身に付けてほしい.

だが,こ れまでの実践において「未来のためにできること」という題

材で絵画制作を行った際は,絵を描 くことに古手意識が強く.制作に消
極的になる生徒がいることが課題であった.そ こで,Tシ ヤノをデザイ
ンするという表現に代えることで,主体性の向上を図った。アイデンテ
イテイの確立期にある中学生にとってフアツンヨンは大きな興味関心の

対象である.ま た「自分が着る」 =「 自分ごと」としても課題を捉えることができると考えた.さ らに,使 う技

法の組み合わせによって単純にも複雑にも難易度を変えることができ,美術が苦手な生徒も得意な生徒 も,共に

完成度の高い作品を制作することが可能であると考えた。

また,主体的な学びを実現するために,「テーマを決める」「技法を決める」「手順を決める」といった発想構想
のプロセスで,自 己決定していくよう働きかけた。制作手順はクロームブックの「オクリンク」で共有することで.

同じ技法を使う生徒同十が相談しながら進めていく様子も見られたこ

活動の終末は,完成作品を実際に着るファッションショー形式の鑑賞会を行い.互いの表現を認め合う時間を

設けた]栃尾美術館「ながおかのこども作品展」でも展示させていただき.多 くの来場者に鑑賞 してもらう機会

を得た。

<学習の流れ 全 12時間>
①社会の課題と学習目標を確認する

社会の課題をクロームブックで調べ,グループで共有したり解決策を考えたりする

● 関心が深いテーマをさらに掘り下げて調べる

OTシ ャツのデザインのテーマを決定→アイデアスケッチ
④ 技法を紹介し,技法と手順を決める

※技法は2つ以上使用するよう伝える (難易度が上がり,思考力を養う題材になる)

例 :染め,絞り染め,防染,ステンシル,サン描画スクリーン,コラージュ,

そのほか縫製 (他教科関連 :家庭科)など,今までの学びも活用 OK
教師から生徒への問い

。「デザインを見た人を共感させたり考えさせたり,人の感情を動かすには?」
。「世界中の人に伝わるデザインは ?」

・「着た時の印象は?(平面から立体へ)」
●それぞれの手順で制作する

0展示用にメッセージ入りのタグを作る
0フ アッションシ∃―をして自己評価,相互評価

自分 美術 社会
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<準備したもの>

白いTシ ャツ (S,M, L,×Lの希望をとり注文 )

染色の材料,用具

染料 (スカイブルー,ネイビーブルー,黄,赤 , ピンク,黒 ※混色も可),塩,輪ゴム
ビニール手袋,スポイト,バケツ,防染インク,ポットの湯,(定着剤)

ステンシルの材料,用具

布用インク (赤,黄,青,黒 ,自 ,バインダー ※混色も可)
ケント紙,A3ク リアファイル (中敷き用),スプレーのり

メラミンスポンジ,カ ッター,ハサミ

サン描画スクリーン材料,用具

布用インク (ステンシルと同じもの).ス クリーン,スクイジー

スクリーン枠標準判 (テ トロン 180メ ッシュ ),サン描画乳剤

サン描画剤ペンタイプ,サン描画用洗い油

※そのほかの材料は生徒が持参

布用インク。透明感を出す

場合は水を使わず,薄め剤
のバインダーを加える

サン描画スクリーンとは

描いた部分がそのまま版になる,シルクスク |リ ーンプリントの中で最も簡単で安価な技法。ステンシルで

は制作が難しい細かめのデザインの人におすすめ。スク |リ ーン枠は乳剤を落としたリテトロンを張り替えた

りして,再利用が可能。

新日本造形 サン描画スクリーン ※生徒も動画を視聴してやり方を習得

U RL . http://www.snz-k .com / 21 6400-si [k-screen.htm L

銃の部分はステンシルで,花はサン描画スク
リーンを用いて最後に手彩色 した

染色後,サ ン描画スクリーンで刷った 絞 り染めの後ステンシル

ところ               をしている様子

2成果と課題
最大の成果は,生徒の主体性の向上である.制作前にTン ヤツを配布した時から,「 どんな色にしようかな」「裾

を切ってもいいですか ?」 など,Iコλにアイデア出しはスター トしている.本題材は,さ まざまな技法でのアプロ

ーチが可能であり.それぞれが自分のデザインに最適な技法や手順を選択し,教え合いながら制作している様子

が見られた.題材終 」
′
後の生徒の感想からは,「社会の課題の多さに気づき,自 分のテーマについて深 く考えた」

という記述が多くみられた.一方で,「デザイン性とメッセージ性の両方を考えるのが難しかつた」と発想・構想

での難しさを感じたという意見もあった.こ の題材の取細を通して,実践者自ンは美術が社会とつながる架け橋

になり得ることを実感できた=

諜題としては,生徒が技法を深める準備と,鑑賞のさらなる充実であるc例 えば染色にも多様な表現があり,

生徒が理解 して試してみたいという意欲に応えられるような教師側の工夫と準備が必要だと感じた。市II作 した作

品はファッションショー形式で1監賞会を行った,DJを 放送委員が担当し,美術室でクラス単位の小ぢんまりとし

たショーとなったが,今後は,よ り達成感を味わい他者との交流が生まれるよう.学年の実態に応 じて鑑賞会の

規模や演出を考えることも学習内容に盛 り込み,総合的な演出まで範囲を広げ,工夫を凝らしたい.
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ここから見ると (小学6年 造形遊び)
新潟市立曽野木小学校 阿 部  秀 代

1実践の概要

第 1時  トリックアートの仕掛けを理解し,グループで協力して試しの作品をつくる。
導入として,場所の奥行きを生かした作品について,教科書の画像や実際の作品を基に トリックの仕掛けを見

付けました。

トリックアー トの仕掛け

。ある場所から見ると形が

つながって見える

。場所と関連 したもの

※日本文教出版「図画工作 5。 6下」より

画像や実際の作品から見つ |+た 「ある視点から見ると形がつながって一つの物に見える」というトリックア

ー トの仕掛けを使って,グループで試 しの作品を図ili室で作ることにしました.こ の仕掛けをつ くるには,グ
ループで協力 し,奥行きのある離れた場所の物が,一つに見えるようにするにはどうすればいいか,意見を出

し合いながら試行鉗誤 しなければなりません.始め,子 どもたちは,―一つの物を二つに分けて,手前と奥に貼

りました。しかしそのやり方では,遠近感があるために,手前のものが大きく,奥のものが小さく見え,つな

がらないことに気付きました.実際に試 していく中で,対話が生まれ,対話を通 して,奥行きがあるものをつ

ながって見えるようにするには,手前よりも奥のものを大きくしなければなるないことに気付 く姿が見られま

した.

導入でトリックアートの仕掛けを見付けました。 試 しの作品づくりの様子。始めは大きさが全く合いませんでした。

【大会テーマ「TSUNAGU」 との関連】

本題材は,身近にある場所の奥行きや特徴を生かし,そ の場所に来た人を楽しませるような仕掛け (ト リ

ックアー ト)を つくる活動を通して,感 じ取った身近な場所のよさや特徴を基に.造形的な活動や構成を発

想する力を育てることができる題材です.場所の奥行きを生かして,あ る場所から見ると形がつながって見

えるように.グ ループの仲間と協力して位置や大きさを試しながらつくる必要があります。その過群で対話

が生まれ,子 どもと子どもがつながります.対話を通 して、自分が気付かなかった表現があることに気付き.

見方や感じ方を深めていく姿を期待しました[ま た,全校のみんなを楽しませるという相手意識・日的意識

をもちながら,表現活動に取 り組んでいくことを通 して,6年生と全校のみんなや職員がつながります。さ
らに,全校のみんなや職員に見てもらうことで,自分たちの作品でみんなを楽しませることができたと実感

させ,表現する喜びを味わわせたいとなえました。

ΨI子どもと子どもをつなぐ
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第 2日寺 グループで場所を選び,アイディアを出し合い,つくるものを決める。

グループで校舎内から奥行きがある場所を見付け,タ ブレットで写真を撮り,ト リックアートを作る場所を選

びました.場所を決定してから,「 O場所に関連したものO単純な形で使う色は3色まで」という条件を提示しま

した.子 どもたちは,どんなものを作るかアイデイアを出し合い,写真に書き込みました。

場所選びの様子。 写真にアイディアを書き込みました。   デジタルポー トフォリオとして振り返りを蓄積 しました。

第 3・ 4日寺 材料を使い,仲間と協力して,位置や大きさを合わせながらトリックアー トをつくる。

グループで選んだ場所に移動し.作品をつくりました。手前と奥に分かれて ぴったり合うように声を掛け合
いながらつくる姿が見られました_こ こでは,第 1時でトリックアートのつくり方を学習したことが大いに役立

っていました.グループで協力し,対話をしながらトリックアートを完成させる姿が見られました。

作品づくりの様子。 大きさや位置がぴったり合うように,相談 しながらつくっています。

第 5日寺 トリックアートを鑑賞する。トリックアートを全校に見てもらう。

互いの作品を見合い,よ さや工夫を見つけ,造形的な見方や感じ方を深めていきましたりまた,全校のみんな

に楽しんでもらうために,ポスターや昼の放送で呼び掛けました.感想ポストを設置 したことで,全校のみんな

や先生方からトリックアー トの感想をたくさんもらいました。「学校が美術館になったみたいで楽しかった.」「 ト

リソクアー トを見付けるのが楽しかった。」「すごく上手に出来ていてびっくりした。」などの感想をもらい,表現

する喜びや達成感を味わうことができました。

全校児童が トリックアー トを楽 しんで見ています。 感想をもらい嬉 しそうです。

2成果と課題
対話を通して造形的な見方や考え方を深めることを研究主題として, この授業を考えました。「ある視点から見

ると奥行きのある物が一つの物に見える」というトリソクアートの仕掛けをつくるには,グループで協力するこ

とが必要です。教師側が設定しなくても,ト リックアートをつくりながら自然と対話が生まれる,子 どもと子ど

もをつなぐのに適した題材でした.ま た,校内で子どもが場所を選んでつくることで,学級の枠を超えて全校の

みんなや職員に楽しんでもらうことができ,6年生にとって大変充実した活動になりました.

最後に,こ の実践をまとめたものを「新潟教育アート展 活動部門」に出品し,グ ランプリを受賞することがで

きました。多くの方にこの実践を見ていただき,造形活動のよさや楽しさを発信することにもつながったのでは

ないかと思います。

とビッタリアー

しそうです。

卜ができそうなとこ

ろがたくさんあるこ

とに気づいた。作る
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■ 発表者の先生方に感謝

造形五・十の市は平成 29年の県美大会を中越美術教育研究会が運

営 したときに行われました.今回はその 2回 日となりました]前回
は長岡リリックホールで隣接する複数の練習場で造形五・十の市を

開催 しましたが、今回は見附市 文化ホールアルカデ イアのホワイエ

で一堂に会して行いましたら吹き抜けの 2階から発表の様子を伺う

と,ま さに市場の賑わいをほうふつとさせる熱気があり,発表者の

皆さんの思いと図工・美術教育の情報を得たいと思う参会の皆さん

の思いの強さを感じました_

まずもって,実践紹介をしていただき活気あふれる場を創出して
いただいた 23名 の先生方に心から感謝 したいと思います.

■ 発表の概要

造形り|・ 十の市を振 り返 り.ま ず,23名の先生方のそれぞれの実

践のタイトルを.ポスターから技き出して紹介したいと思います.

l うごけ |ぼ く。わたしのキャラクター ヽICTで米来をつなぐ ～
新潟・牡丹山小・鈴木美紗先生

2 身近な美術作品のよさや面白さを感じ取るための ことばをつな
ぐ鑑賞教育活動 新潟・女池小・長谷川美鈴先生
3 まちや人とつながる 経験を生かして学をつなく｀ 村上・村上小・
横山拓貴先生

4 推 し曲を「水墨画」で表す ヽ自分と曲との関りを考えながらヽ

新潟・濁川中・石井降浩先生

5.絵画×音楽 創作でつながるふたつの教科 新潟・附属新潟中・

九山広大先生

6 造形遊びから見える子 どもの “つなぐ" 柏崎・三田小 。大矢
奈津子先生

7 すなとつちとなかよし ともだちと 砂や上の触感を 卜分に味わい
他者とともに活動に没頭して 糸魚川・糸魚川小・宮 1早諒也先生
8.か らふるアー トプロジェクト 上越・大町小・加藤啓先生
9.ア ー トカー ドゲーム つなぐ

｀
上越・直江津中・金沢和明先生

10.「生き生きとした動物の姿」を工夫して表し.周 りの仲間とつな

がろう 上越・城北中・九山葉了‐先生
11.その名画の続きは… 長岡・川崎東小・堀出祐嗣先生
12 小学生と中学生をつなぐ li条嵐南学園・小中コラージュアー ト

人作戦 三条・嵐南小・樋浦古人先生
13.ICTを 活用して「子ども」と「教室」をつなぐ :条・嵐南小・

安井次郎先生

14 TSUNAGU Xこ だわりの 1枚 小千谷・ |、山小・富樫亜紀先生
15.つないでかざって ニットワールド 見附・見附小・山本啓亮先生
16.Sekistagram全校で気軽につながる写真鑑賞 長岡・関原中・
永井愛先生

17.成上、する自分とつなぐ 長岡・大島中・竹田祉薫先生
18.鑑賞者とアート作品をTSUNAGU 長岡・旭岡中・荒木広明先生
19.他教科と美術を和歌でつなぐ 三条・第二中 兄 |、季恵先生

2時間目 造形五・十の市

:オ千
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20.小出中学校アートのチカラ 1 3cm× 3cm PIECEは→世界のPEACE

魚沼・小出中・井口かほり先生

21.「 自然科学」,「数学」とTSUNAGU「理科」,「光学」とTSUNAGU「 過

去の名作」とTSUNAGU「 文学作品<俳句や短歌,小説など>」

とTSUNAGU中越高・北村和則先生
22.巨大オブジェで校内を飾ろう 1絵本を作ろう 見附高 。田中幸男
先生

23あ そび。本物の体験 造形活動～学びと育ち 恵和こども園・伊藤
祐介先生

こうして,今, タイトルを目にするだけでも,造形遊びや鑑賞の

実践,授業から飛び出して学校全体や地域とつながっていく実践な

ど,様々な実践が紹介されたことに気付き,研究大会が終わった今

でもワクワク感が湧きあがってきます。

■ 造形五・十の市が目指したもの

今回の造形 圧・十の市を企画するにあたり,研究部会の場で担当

として次のような方向性を私案・革案として示しました.

・造形教育に携わる教員が.日 ごろの図工美術の授業
と

'に

ついて対

話・交流ができる機会とする.

・ 大会テーマ「TSUNAGU」 に即した内容でありつつ,研究発表 (授

業公開・|ァ′

`議

会うとは差別化を図ったものとするЭ

本人会に向けて図工・美術教育に携わる先生方がどのようなモチ

ベーションをもっているのかを想像 してみたときに.先生方が図工・

美術について何か話をしたい,聞 きたい,と 思う気持ちを大切にし

たいと思いましたcそ して,大会の中車由となる研究発表だけでは収

ま 1,切 れない「交流 したい」という先生方の気持ち,必要感に応え

るためにも,差別化という言葉を登場させたように思います。この

ように.ま二営側においては,研究発表で学び,造形五・十の市で交

流するというかたちを当初からイメージしていました=こ の方向性

は.造形 圧・十の市の 1回 目の開催のときから,基本的に変わって

いないように思います.

■ 図工・美術教育に携わる先生方の交流のこれから

昨今.どの教科においても研修の時間の確保がとても難 しくなっ

ているように思います.ま た,そ もそも図工・美術教育に携わる先

生方の数も児童生徒数の減少に伴い少なくなってきたり,中学校・

高等学校においては.学校に 1人 しか美術科担当教師がいない場合

がほとんどであったりして,校内で美術談義をできる機会も少ない

のだろうと推察します[

こうした中で.図工・美術教育の研究大会が果たす役割は,先生

方の指導力の向上はもとより.私たち自身が集まり交流をすること

でつなが りを深めていくことであると感じます。そして,今大会の

ように.こ れからも図工・美術教育に携わる先生方が,求めて集まり.

図上・美術教育について好んで語 り合うようになることを期待 して

います。

〈文責 :弥彦中学校 清水 康一〉

彬

胚
鼈

.、 ζ●
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自然言語処理の技術により単語や文節に

分割して,その出現頻度や相関関係を分
析し,有益な情報を探し出す技術。

新潟県出身・新進気鋭の3名 のアーティストをパネリストに迎え、子どもの作品や授業について考えるパネルディスカッショ

ンを企画.パネリストと来場者の間で双方向の意見交流ができるよう,テキストマイエングを用いたcl,1示 された質問に対して ,

来場者が投稿した回答をスクリーンに映し出すことで 会場の全員が同時に思考を巡らせることができたc
バネリストは.ス クリーン上から自身の考えに触れる吾葉を見付け,それをもとにトークを展開。来場者はそれぞれがもつ思
いを繋ぎ, これからの授業や生き方についてヒントを見付けることができた。

本田さんのお話は, ′「いに敬意をもち,みんながよりよく生きていくウェルビーイングの視点があり, アートに限らない生き
方のヒントとなった.今井さんの,「子どもたちには,大人の価値観に捕らわれることなく, 自分の表現ができる場を設定して
ほしい.そ して,裸の心で制作された子どもの作品は全てよい作品である(,子どもの思いを受け止め,作品を大切にしたいc」
という考えは,深く共感できるものであったc加治さんは.本大会が初参加.夢を叶えるには資金が必要と率直に語り,お
金を得るには人との良好な関係の構築が必要であると述べたc3名のアーテイストの方々には人望の厚さが伺われ,今後夢を
見させてくれる存在であると感じた〕

日本画家 本田 貴哉さん
1994年生まれ・長岡市出身。金沢美術工芸大学
修士課程修了後,地元の長岡を中心に活動。日常
の風景の一瞬を切り取つた構図からは,地元の人々
の気配や景色の静かさが入り混じっている。長岡や

学生時代を過ごした金沢の風景を中心に,昆虫や花
など身近なものを描いている。

〈主な活動〉院展に出品 (現在,日本美術院院友 )

第 19回福矢B山市佐藤太清賞公募美術展・日本画の

部 佐藤太清賞受賞 (19年 ),イ固展「日々の輪郭」
(ギャラリーみつけ・23年),新潟県美術展覧会 奨
励賞受賞 (3□ ),県展賞受賞 (24年 )

【来場者の感想】スクリーンの単語からは,授業者が子どもに寄り添つて授業を展開しようとする,熱い思いが
伝わつてくる。アーティストの回答と繋がる言葉があり,共感することで勇気がもてた。
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〈本田さんの回答〉「生徒が新たな気付きを得ることで 見える世界が広がる授業」
学生時代,大学にはカーデザインを学ぶ人や器を作る人,居住空間をデザインする人などいろいろなジャンルを学んでい
る人がいた。今まで出会わなかつたクリエイティブな世界を目の当たりにし,自分の世界の見え方が変わったような気がした。

そこで初めて,世の中のものはみな人が手掛けてできていることを実感した。それは,その人たちが考える姿やつくり出す
場面を実際に見た経験が大きいように思う。

新たな出会いや気付きは,自身が学んだ事柄が世の中の見えていなかった世界とリンクすることから始まるのだと思う。
そして,初めて面白さや興味といつた自発的な気持ちが出てくるのではないか。
授業は,創作の喜びを育むことができる。そして,l受業では,実際に人が考えてつくり出す場面や人が手掛ける様子な
どを知ることで,自身の身近に美術があることが実感できる。冒頭に述べた 「見える世界が広がるような授業」は,生徒
の新たな好き 。得意・興味に出会うきつかけになるのではと思う。

質問1:「子どもにとつて,いい授業とは?」

バネリレア イ スカ ツ シ ン
r ⅢⅢ…
|の したのアヨ

綺 蝋戌又憑滅
| |  |.| .

鬱務鍮難

来場者への質問「授業で大切にしていることは?」
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現代美術家 今丼 翔太さん

1996年生まれ 。長岡市出身。新潟大学教育学部

学校教員養成課程美術教育専修卒業。アイルランド

留学を経て現在は新潟を拠点に活動。絵画のみなら

ず,アートプロジェフトやインスタレーション,写真 ,

浸画,アニメーション,音楽プロデュースを手掛け
るなど表現領域は多岐にわたる。

〈主な活動〉「丁elu Tetu Boy― 明日はきつとい

い天気一展」(21年 ),「明日はきっといい天気プロ

ジェクト展」(アオーレ長岡・22年 ),「ごみ袋のごちゃ
一地球の表紙をめくる一展」(23年 ),感謝系
∨tuber良寛さん (24年 )ラジオ「アートのミカタ」

好評配信中。
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質問2:「子どものいい作品とは?」

〈今井さんの回答〉「子どもたちが自分の思いを抑圧されず裸になつてアート体験をした表れ」
大前提として,そんなものはない。子どもたちから自発的に出てきたもの全てが素晴らしい。自発的とは,あるがままに

世界を見て,自分の思いを抑圧せず創造すること。他者に抑圧された作品は好ましくない。家庭,学校社会,いろいろある

と思うけれど,それを少しでも取り除いて,倉」造できる環境作りをするのが先生の役目だと考える。

例えると,子どもは桃,大人はイガグリ。桃はとてもデリケート。実が柔らかい上に皮が薄く,少しの衝撃で茶色く変色

してしまう。皮を剥くのも絶妙な手加減が必要。大人が無理に桃の皮を剥こうとすると,棘が実まで傷つけてしまう。イガ

グリは,剥いたら実は出てくるけど,実は少なく捨ててしまう。イガグリには矢□識や偏見といつたトゲがある。それは自身や

関係を守るために身につけたもの。イガグリは,種を食べるもの。桃は,人それぞれ好みはあるが,色んな桃があつていい。

色んな桃の存在を大切にしてほしい。

廃材再生師カロ治 聖哉さん
1996年生まれ・村上市出身。公立大学
法人長岡造形大学美術工芸学科卒業。大学

在学中より多くの地域に作品を提供。大学

卒業後は村上隆のスタジオ,カイカイキキを

経て,廃材を用い原寸大の動物を創るアー
ティストとして独立。長岡市栃尾を拠点に活

動中。

〈主な活動〉大地の芸術祭 2022「廃材
水族館」 (龍ヶ窪・津南町),地域おこし協
力隊 (杜々の森 。長岡市栃尾),中国アート

フェア「不□気団彙」作品展示,大地の芸術
祭 2024「思い出の在り方」出展

3名のパネリストと話すことで.目の前の子どもたちも, |‐数年後には現代の社会を興す若者へと成長することを実感した.

よりよい授業を日々 つくり,積み重ねていきたいと決意を新たにすることができた。
(文責 :旭小学校 鰐渕 紀美子)
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来場者への質問「造形教育を続けている理由は?」

〈加治さんの回答〉「廃材の可能性を広める。作ることが好き。お金を得るため」
1つ 目は,世の中,特に子どもたちに廃材の可能性を矢0ってもらうため。私の場合は木材の廃材をアート作品にしているが ,

あなたの場合は何で何を成し遂げるか,考えてもらえるきっかけになればと思い,)舌動している。
2つ 目は,作ることが好きだから。幼少期から作ることが大好きで,何か作っては周りに見せて褒めてもらったという成

功体験のようなものが,今でも原動力になっていると思う。
3つ 目は,お金を得るため。お金があれば,子どもたちに可能性を伝えることも,好きなことを続けることもできる。いま,

大人として,社会の中で生きていくのにお金は必要なもので,大好きなものづくりをするために,自分にできること(ものづくり)

でお金を得て,アートを続けている。

質問3:「ア…卜を続けている理由は?」

驚

〓
■
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多様な活動を生み出し技能の発見・自覚を促す造形遊び

見附市立見附小学校 山本  啓 亮

1は じめに

変化が激しいこれからの社会において.変化に対処する受け身の姿勢ではなく.人間ならではの感性を働かせ

て社会や人生.生活をより豊かにしていくような姿勢の子どもたちを育みたいc4岡別最適な学びと協働的な学び

を意識し,図画工作科の強みを生かして造形遊びを実践した。

2児童の実態と実践の概要
見附小学校 4年生は 図1山「 |:作科への意欲が非常に高いと感じるこ, 11手 |ヽ

‐
手にとらわれずに,自信をもって表

現できる児童が多い.造形遊びの経験はあまり多くないとのことだった。

私は,学習指導要領の造形遊びの目標に則り,「材料・用具の扱い方を生かし,組み合わせたり,つないだり…

様々な活動を手や体全体を働かせて創造的につくる/表すことができる。」ことをねらいとした。さらに,タ ブレ

ット端末を利用して記録や振り返 l)を 行い,児童が自身の学びを目覚できることを目指した_実践は以 |ヽ

‐
の 1つ

である[‐

題材名

素  材 紙コップ 5000個
ニットの端材 (見附市の特産)

紙紐.ラ ッピングタイなど

場  所
図工室 (教室 2つ分の広さ)周辺
(机や椅子などもあり,活動の幅が広がることを期待し

た。)

教室,隣の空き教室,教室前の多目的スペース

周辺

時  間 40分問 60分間

手だて

手だて① 題材設定の工夫 (表現意欲が高まる題材設定,材料との出会いの工夫)
手だて② 材料の工夫 (試行錯誤ができる材料,材料の量を確保すること)
手だて0 繰り返し試し,生み出すことのできる時間と場の設定
手だて|)記録と振り返り (タ ブレットタイム)で自他の活動から技能の発見や自党を促す

3実践の実際
(1)導入場面

導入場面では,あ らかじめ別の教室に材料を大量に用意しておき出会わせるなど,イ ンパクトのある「素

材との出会い」を演出した、また.素材に触れさせ,「素材感」や「どんなことができるか」を発問し,児

童の考えを表出・共有することで,学習課題や題材名に繋げ,1舌動を誘発することを意識したこ

第63回 関東甲信越静地区造形教育研究大会 茨城大会における実践報告
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1人から2人 :こ
2人から3人に

繰り返し試し没頭する姿

(2)展開場面

(3)終末場面

終末場面では、どちらの実践

でも各々がタブレットで活動の

「変化 /進化」をまとめた.A
児からは,活動が次々に変容し

ていったことがよくわかる.活

動に自信をもって価値付けし,

仲間と共有 して認め合い,成長

を自覚することができたcま た.

活動中の児童の「思い」や「順い」

を知ることができ,指導者側から

の評価や価値付けにも役立った_

タブレットによるA児の記録・振り返り

4おわりに

111成果

① 素材のよさ

紙コップは造形が簡単であること, スクラップ&ビ ルドができること高ニットの端材は, 身近で親し

みのある地域素材であること.形の色が多様であることがよさであった。両方とも量の確保ができ,体

全体で素材に触れながら,仲間と関わって多様な活動ができた。

0タ ブレットタイムによる記録・振 り返り

記録や振 り返りが,学びの発見・自党につながったこみんなでよさに気イ、」いたり、自身の活動を変化

させるきっかけになった |,し た。

(2)課題

活動に「場所の必然性」があまり感じられなかったことである.今後は導入で,場所のよさについても共

有し,さ らに多様で幅のある活動に繋げていきたい.

活動場所も広がっていく

仲間と繋がり

変化/進化する活動 体全体で素材を体感

いろいろなものをぶらさ
`デ

た ニットでおすしをつくった

マフラーを'つ くった

ふ |」 かえり

品の変化/進化、心に残ったこと

ットでマフラーや、いろんなものを1ま り

と、糸でつくれることにおどろきました

んなで協力して作れて楽しかったです。

(1→

鰊
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『第30 ロ 中越教職員美術展2025』 について

中越教職員美術展 実行委員長 高 橋  '享一

教職員美術展が始まり,今回で 30回 目という節日を迎えますcこの記念すべき回に合わせて,次のような理由

から開催の時期を変更いたします。

これまで,1月 卜
‐
旬ヽ 2月 初旬のあたりに開催 しておりましたが,厳寒期ということもあり,出品者や役員の

交通面での負担.冬期間の来場者数の減少等の課題がありました。そこで暖かい時期に変更できないかという意見

が寄せられる中、令和 3年に長岡市立中央図書館が改修工事となりました。会場としていた,図書館 2階の長岡

市美術術センターが使用できないため開催時期を一時的に 5月 に移して開催 したところ,出 品者からご好評いた

だくとともに,来館の多い時期のため来場者の増加にもつながりました.

この実績に基づき,第 30回展を機に5月 開催に踏み切ることにいたしましたぃポスターも,下に示 したような

デザイン (案)に リニューアルいたします。今年度に制作した作品を中心に,春先までに制作する新作まで募集い

たします,こ れまでと同様に素1故な作品がたくさん集まることを楽しみにしております.

嗜

鰊隕憮

軍30回 中 羮瞥農

懇輩肇謳饉

長岡市学校町 1

長1問市教育委員会
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